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私は、1998 年に看護専門学校を卒業しました。看護学生時代の実習では「私の看護観」について
思いを深めました。その頃の看護研究や自分の看護観を読み返すと「患者がその人らしく苦痛を最小
限にして入院生活をおくることができるように援助する」と書いてあります。また、「自分の言動、
行動が患者の自然治癒力の妨げにならないようにすること」も大切に考えていました。
その後、大学病院の救命センターへ就職しました。そこは新しく立ち上げの病院で、新人看護師の
方が先輩看護師の人数より多く、忙しい毎日で自分の学生時代の看護観を発揮することもできない状
況でした。必死に看護業務を覚え、人間関係にも慣れ自分の気持ちに余裕が出た頃に結婚退職し出産
を体験し、再び看護師へ復帰しました。その後は以前よりも看護で感動し、患者の思いに寄り添うこ
とが増えました。学生時代と今の看護観には変わりがないと感じています。
現在、私は東京女子医科大学八千代医療センターで働いています。救命での看護の経験が長かった
私にとって、現在の職場における患者の退院へ向けた支援や、人生の最終段階における患者の看護実
践は、新鮮で多くの学びがありました。
ある患者への関わりを通し、学んだことは、まずどんな人なのかを知ることの大切さです。生活習
慣、嗜好、信念や大切にしていることを患者に寄り添い知ること。そして、患者がその人らしく生活
出来るように、患者の目線で考え、理解を示すこと。看護を通して、自分の五感を働かせて、患者に
変化があるかを観察し、良い結果が現れた時は継続すること。その看護をチームメンバー全員で実践
出来るように、リーダーシップを発揮して医師や多職種のスタッフとも連携すること。家族の協力も
得て、責任を持って患者を見守り続けること。こうした看護が、患者が本来もつ力を引き出すことの
一助になるのだと実感しました。
新人看護師の時期を改めて振り返ると、看護について話し合った経験がほとんどなく、ただ無我夢
中で仕事を覚え、安全に看護業務を行う毎日でした。しかし、現在は看護についてチームメンバー同
士で語り合い、お互いの看護観について聞くことで互いに学び、成長することができています。学生
の頃の看護観は基本にあり、そこに仲間の看護観も加わり深まっています。患者へ向き合う姿勢、看
護は、後輩看護師へ引き継いでいきたいと思っています。今後は教育を担う者として、看護実習生の
看護観、新人看護師の看護観をお互いに語り合い、思いを引き出しながら成長に関われる存在になる
ことと、一緒に考え自らも成長していくことが課題です。
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